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更
新

古
辞
書
こ
と
は
じ
め
16

『
塵
袋
』
（
ち
り
ぶ
く
ろ
）

『
塵
袋
』
は
、
文
永
・
弘
安
年
間
頃
（
一
二
六
四
～
八
七
）
の
作
成
に
な
る
十
一
卷
二
十
四
部
か
ら

成
る
類
別
型
（
現
在
の
百
科
辞
典
に
相
当
）
と
す
る
生
活
万
般
の
知
識
内
容
を
網
羅
し
た
辞
書
で
す
。

現
存
す
る
最
古
の
資
料
は
、
高
野
山
無
量
院
で
印

融
上
人
自
筆
の
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
十
一
月
四

い
ん
に
ゆ
う

日
に
書
写
を
開
始
し
て
、
同
年
十
二
月
七
日
に
書
写
を
終
え
た
印
融
七
十
四
歳
の
時
の
文
献
が
最
も
古

い
も
の
で
、
こ
の
書
籍
は
高
野
山
か
ら
江
戸
時
代
の
末
に
流
出
し
て
薩
摩
藩
士
山
田
清
安
の
手
に
移
り
、

こ
れ
を
天
保
十
五
年
に
神
谷
三
園
が
書
写
し
て
以
来
世
に
弘
ま
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
一
本
が
名
古
屋

の
刈
谷
に
て
転
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
奥
書
に
「
文
化
七
年
庚
午
九
月
令
修
補
之
為
令
法
久
住
学
衆

不
退
、
院
務
乗
海
誌
」
と
見
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
印
融
自
筆
本
は
江
戸
に
も
た
ら
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
を
辿
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
森
銑
三
曰
く
、
町
田
久
成
氏
に
よ
っ
て
帝
室
博
物
館
に
納
め

ら
れ
、
現
在
の
上
野
国
立
博
物
館
が
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
今
日
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

こ
の
辞
書
の
編
纂
方
針
は
、
鎌
倉
時
代
の
橘
忠
謙
編
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
に
倣
っ
て
、

一
卷

天
象
・
神
祇
・
諸
国
・
内
裏

二
卷

地
儀
・
殖
物
（
土
地
と
栽
培
さ
れ
る
植
物
）

三
卷

草
・
鳥
（
薬
用
植
物
と
鳥
類
）

四
卷

獣
・
虫
（
獣
類
と
虫
・
魚
そ
の
他
）
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五
卷

人
倫
（
官
職
・
職
種
・
家
族
そ
の
他
）

六
卷

人
体
・
人
事
（
身
体
各
部
位
・
人
の
所
行
）

七
卷

佛
事
・
寳
貨
・
衣
服
・
管
弦

八
卷

雜
物
（
武
器
・
生
活
道
具
・
書
状
そ
の
他
）

九
卷

飲
食
・
員
数
・
本
説
・
禁
忌

十
卷

詞
字
（
種
々
の
専
門
用
語
）

十
一
卷

畳
字
（
特
に
留
意
す
べ
き
熟
語
類
）

に
分
類
編
成
さ
れ
て
お
り
、
項
目
数
は
六
二
〇
項
目
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
編
者
が
誰
な
の
か
は
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鎌
倉
時
代
の
貴
族
そ
し
て
、
武
士
階
級
の
人
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
く
上

で
、
知
っ
て
お
き
た
い
事
柄
を
集
め
て
書
記
資
料
や
公
的
行
事
な
ど
で
即
座
に
読
む
こ
と
で
役
に
立
つ

内
容
を
こ
の
な
か
に
集
大
成
し
た
当
時
の
「
知
恵
の
蔵
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
辞
書
と
言
え
ま
す
。

こ
の
題
名
も
世
の
塵
を
集
め
る
よ
う
に
に
し
て
、
そ
れ
ら
を
袋
に
詰
め
込
ん
だ
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う

か
、
題
し
て
『
塵
袋
』
と
い
う
名
が
こ
こ
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

繙
く
辞
書
か
ら
読
む
た
め
の
辞
書
へ

こ
の
『
塵
袋
』
と
い
う
辞
書
が
、
先
行
す
る
経
尊
編
『
名
語
記
』
全
六
卷
と
い
う
こ
と
ば
の
由
来
（
語

源
辞
書
）
に
つ
い
て
記
載
す
る
辞
書
と
同
様
に
、
鎌
倉
時
代
の
日
常
語
に
つ
い
て
収
録
し
、
日
常
茶
飯

事
の
生
活
語
彙
を
採
録
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
単
に
こ
と
ば
（
漢
字
標
記
語
）
を
繙
く
だ
け
で
は

な
く
、
ま
さ
に
読
む
た
め
の
辞
典
へ
と
内
容
を
転
換
し
た
一
般
向
け
の
教
養
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
背
景
に
は
、
貴
族
社
会
か
ら
武
家
社
会
へ
の
文
化
面
で
の
移
動
が
実
際
に
動
き
だ
し
た
こ
と
が

大
き
な
言
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
貴
族
社
会
で
は
、
律
令
制
に
基
づ
く
大
學
と
い
う
学
問
の
伝
統
が

保
持
さ
れ
、
学
院
や
書
房
を
も
っ
て
子
弟
の
教
育
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
源
爲
憲
編
『
口

遊
』
（
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
）
や
「
徃
来
物
」
と
呼
ば
れ
る
教
科
書
類
『
明
衡
往
来
』
な
ど
が
編
纂
さ

れ
、
専
門
の
教
授
者
も
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
鎌
倉
幕
府
の
上
層
武
士
は
、
こ
の
貴
族
が
保
持

し
て
き
た
学
問
を
修
得
す
る
こ
と
に
努
め
る
以
上
に
、
軍
備
統
率
の
兵
力
で
あ
る
弓
馬
の
道
を
極
め
て

い
ま
し
た
。
幕
府
で
は
『
吾
妻
鏡
』
に
代
表
す
る
記
録
文
書
、
『
御
成
敗
式
目
』
と
い
っ
た
法
制
法
度

書
の
充
実
に
も
及
ん
だ
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
京
都
か
ら
下
っ
た
貴
族
文
人
の
専
門
事
務
処
理
方
の
手

に
委
ね
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
一
五
〇
年
の
間
、
武
士
を
教
育
す
る
学
校
教
育
制
度
を
設
け
て
い
な
い

こ
と
が
こ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
幕
府
も
安
定
期
を
迎
え
る
に
従
い
、
武
士
た

れ
ど
作
文
修
得
学
習
は
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
武
士
の
教
育
に
地
方
寺
院
の
僧
侶
が

大
い
に
参
画
し
て
き
ま
す
。
僧
侶
は
僧
侶
で
宗
教
活
動
に
武
士
の
後
ろ
盾
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
渡
り
に
舟
で
あ
っ
た
の
で
す
。
武
士
は
一
族
郎
党
の
居
住
地
に
置
か
れ
た
氏
寺
を
中
心
に
一
族
の

知
識
・
学
問
の
基
盤
を
整
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
流
れ
の
一
つ
と
し
て
、
『
名
語
記
』

や
『
塵
袋
』
が
学
識
豊
か
な
僧
侶
に
よ
っ
て
編
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
は
、
本
学
大
学
生
で
あ
っ
た
猪
瀬
亜
希
子
さ
ん
と
共
同
で
、
「
『
塵
袋
』
に
お
け
る
典
拠
漢
籍
『
文

選
』
『
文
選
注
』
に
つ
い
て
」
（
駒
澤
短
期
大
学
紀
要
第
三
十
号
、
平
成
十
四
年
の
論
文
）
を
纏
め
て
い

ま
す
が
、
こ
の
と
き
、
貴
族
が
用
い
た
『
文
選
』
資
料
で
あ
る
九
條
家
本
『
文
選
』
の
語
彙
と
は
合
致

せ
ず
、
む
し
ろ
、
中
国
宋
版
『
文
選
』
を
基
調
と
し
た
和
刻
本
「
六
臣
註
文
選
」
か
ら
の
引
用
と
符
合

す
る
こ
と
を
突
き
と
め
こ
れ
を
検
証
し
て
お
り
ま
す
。
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さ
ら
に
、
南
北
朝
の
動
乱
を
経
て
、
日
本
の
社
会
生
活
構
造
は
大
き
く
揺
り
動
か
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
武
家
中
心
の
政
治
体
制
が
京
都
に
進
出
し
た
こ
と
で
、
文
化
面
で
も
大
き
な
う
ね
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。
こ
の
『
塵
袋
』
か
ら
一
五
〇
年
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
壒
嚢
鈔
』
十
五
巻
と
比
較
し
て
み
る
と
、

そ
の
文
化
的
差
異
が
こ
れ
も
如
実
に
見
え
て
き
ま
す
。

因
み
に
、
本
学
で
私
が
二
〇
〇
一
年
度
国
語
学
演
習
の
学
生
と
共
同
で
整
理
し
た
『
塵
袋
』
と
『
壒

嚢
鈔
』
語
彙
比
較
表
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
参
照
願
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
「
知
恵
の
蔵
」
な
る
『
塵
袋
』

こ
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
編
者
は
学
識
教
養
の
高
い
眞
言
系
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
出
自
の
人
物
で
あ
っ
た
か
は
、
皆
無
に
等
し
い
の
が
現
行
研
究
段
階
で
す
。

こ
の
『
塵
袋
』
が
印
融
上
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
高
野
山
に
は
、
西
南
院
所
蔵
本
と
金
剛
院
所
蔵
の

別
な
二
種
類
の
『
塵
袋
』
が
現
存
し
て
お
り
ま
す
。
前
者
西
南
院
所
蔵
本
は
、
卷
四
・
七
・
八
の
三
卷

が
欠
本
と
す
る
も
の
で
、
奥
書
に
「
大
永
七
年
丁
亥
四
月
十
六
日
書
了

大
乗
院
順
任
長
真
房

十
一

帖
内
」
と
あ
る
別
筆
書
写
で
す
。
ま
た
、
後
者
は
、
板
状
化
が
進
み
こ
れ
を
開
く
こ
と
す
ら
難
し
い
状

況
に
あ
る
も
の
で
、
十
一
卷
末
尾
の
奥
書
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
れ
も
古
写
本
で
す
。

こ
れ
ら
の
諸
本
の
他
に
印
融
上
人
が
書
写
し
た
も
の
を
転
写
し
た
資
料
が
名
古
屋
の
刈
谷
市
立
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
印
融
書
冩
本
は
、
二
度
影
印
複
製
さ
れ
、
そ
の
最
初
に
収
め
た
の
が

日
本
古
典
全
集
（
上
下
二
冊
）
に
入
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
崎
誠
編
『
印
融
自
筆
本
重
要
文
化
財

塵
袋
と
そ
の
研
究
』
の
影
印
編
と
翻
刻
・
索
引
編
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
近
年
、
東
洋
文
庫
（
平
凡
社
）
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か
ら
木
村
紀
子
編
『
塵
袋
』
（
上
下
）
の
翻
刻
及
び
注
釈
資
料
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
先
行
資
料
を
も
と
に
、
少
し
く
そ
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

［
事
例
そ
の
１
］

卷
一
の
第
三
十
七
「
鬼
門
」
を
見
る
と
、
「
○
○
ト
云
フ
ハ
○
○
也
。
…
云
ヒ
ナ
ラ
ハ
セ
ル
ハ
如
何
」

の
よ
う
に
問
い
か
け
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
応
答
す
る
形
式
で
そ
の
意
味
や
語
源
を
多
く
の
古
典
資
料
を

引
用
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
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《
翻
刻
》

［
問
］
鬼
門
ト
云
フ
ハ
丑
寅
ノ
方
也
。
古

キ

人
ノ
物
語

ニ
モ

バ
ケ
モ
ノ
ナ
ト
ノ
来
ル
事
ヲ
云
フ
ニ
ハ
イ
ヌ
ヰ

ノ
方
ヨ
リ
シ
ハ
ラ
ク
。
サ
キ
風
フ
キ
テ
来
ト
ノ
ミ
云

ヒ

ナ
ラ
ハ
セ
ル
ハ
如
何
。

［
答
］
六
字

ノ

驗
記

ト

云
フ

モ
ノ

ニ
ハ

天
獄

ノ

者
辰
巳

ノ

間
ニ

一
切

ノ

天
魔
自
レ

此
レ

徃
還

ス

。
地
獄
者
戌
亥
ノ
間
一
切

ノ
鬼
自
リ

レ

此
徃
還

ス

云
々
。
ユ
ヘ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
欤
。

［
事
例
そ
の
２
］
卷
三
、
草
鳥
・
植
物

八
二

盧
橘
ヲ
ハ
花
淞
ト
ノ
ミ
心
得
ヘ
キ
歟
。
又
枇
杷
ト
云
フ
説
ア
リ
。
真
偽
如
何
。

古
来
ノ
難
義
ナ
リ
。
イ
カ
テ
カ
。
タ
ヤ
ス
ク
定
ム
ヘ
キ
。
｛
引
二

為
長
卿
上
林
賦
盧
橘
夏
熟
。
楊
雄
甘
泉
賦
玉
樹
青
葱

ト
云
ヘ
ル
ヲ
一

。
此
二
ハ
共
ニ
虚
誕
云
々
。
上
林
ニ
無
盧
淞
一

甘
泉
無
玉
樹
一

云
々
｝
三
州
入
道
家
照
入
宋
ノ
ト
キ
宋
人

ニ
ア
ヒ
テ
云
ケ
ル
ハ
。
上
林
賦
ニ
盧
淞
ハ
夏
熟
ト
云
フ
。
文
ヲ
我
國
ノ
先
賢
ツ
タ
ヘ
テ
花
淞
ト
ス
。
入
宋
ノ
後
チ
土
風

ヲ
見
レ
ハ
。
震
旦
ノ
人
ミ
ナ
枇
杷
ヲ
盧
淞
ト
ス
。
本
朝
ノ
説
ハ
ア
ヤ
マ
レ
リ
ト
。
シ
リ
ヌ
ト
云
ケ
ル
ヲ
。
宋
人
周
良
史

キ
ヽ
テ
。
此
ノ
朝
ニ
来
テ
カ
タ
リ
。
ケ
リ
テ
云
コ
ト
ア
リ
。
嚴
長
史
詩
云
。
冬
ノ
花
ニ
ハ
摘
二

盧
淞
ヲ
一

。
夏
ノ
菓
ニ

ツ
ミ

ハ
嘗
二

楊
梅
ヲ
一

ト
云
ヘ
リ
。
コ
ノ
心
ニ
ハ
マ
コ
ト
ニ
。
枇
杷
ナ
リ
。
ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ
ハ
。
冬
ハ
ナ
サ
ク
コ
ト
ナ
シ
。
夏

ハ
ナ
サ
ク
。
郭
公
同
時
ノ
景
物
コ
ト
フ
リ
ニ
タ
リ
。
博
聞
後
録
ト
云
フ
物
ニ
ハ
枇
杷
ノ
異
名
ハ
盧
淞
。
タ
チ
ハ
ナ
ノ
異

名
ハ
木
奴
ト
云
ヘ
リ
。
コ
レ
ラ
ハ
異
儀
ナ
リ
。
枇
杷
ヲ
云
フ
ト
キ
コ
ユ
。
但
シ
上
林
賦
ヲ
ミ
レ
ハ
。
盧
淞
ト
枇
杷
ト
ナ

ラ
ヘ
テ
。
二
ツ
ナ
カ
ラ
。
ツ
ラ
ネ
ヲ
ク
。
コ
レ
ヲ
思
ヘ
ハ
各
別
歟
ト
モ
オ
ホ
ユ
。
サ
レ
ハ
ニ
ヤ
。
江
帥
ハ
盧
淞
ハ
花
淞

ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
盧
ノ
字
ヲ
ハ
ク
ロ
シ
ト
ヨ
メ
リ
。
イ
ツ
カ
ハ
淞
色
ノ
ク
ロ
キ
事
ア
ル
。
道
理
ニ
カ
ナ
ハ
ス
枇
杷
モ
黄

ナ
ル
イ
ロ
ノ
分
ナ
レ
ト
モ
。
二
ト
ト
レ
ハ
淞
ヨ
リ
ハ
ク
ロ
ケ
レ
ハ
。
ク
ロ
タ
チ
ハ
ナ
ト
モ
云
ヘ
ク
ヤ
。
字
ハ
カ
ヨ
ハ
シ
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テ
用
フ
ル
事
ソ
ノ
例
コ
レ
オ
ヽ
シ
。
本
コ
ノ
中
ニ
ハ
シ
カ
シ
。
ナ
カ
ノ
カ
タ
ハ
ラ
ノ
字
ヲ
カ
リ
テ
ヨ
メ
リ
。
コ
レ
ヲ
以

テ
思
ニ
ハ
ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ
ヲ
盧
淞
ト
云
フ
ヘ
キ
ヲ
盧
ト
カ
ケ
ル
歟
。
花
淞
ハ
カ
ハ
ヽ
ヒ
ロ
ク
ナ
リ
。
ミ
ハ
チ
ヰ
サ
ク
ナ

リ
テ
。
ス
ヽ
ノ
子
ノ
ヤ
ウ
ナ
レ
ハ
。
イ
ホ
リ
ノ
中
ニ
ア
ル
シ
ノ
住
シ
タ
ル
ニ
。
タ
ル
ユ
ヘ
ニ
盧
ノ
淞
ト
ハ
云
歟
ト
オ
ホ

ユ
ル
ナ
リ
。
但
シ
荒
涼
ノ
邪
推
ナ
リ
。
人
ノ
モ
チ
フ
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
枇
杷
ト
云
フ
二
字
ハ
。
コ
ノ
木
ノ
葉
琵
琶
ニ
ニ

タ
レ
ハ
。
玉
ノ
ツ
ク
リ
ヲ
ス
テ
ヽ
。
木
篇
ヲ
シ
タ
カ
ヘ
テ
名
ト
ス
。
琵
琶
ハ
拝
［
奉
］
ヲ
レ

手
曰
レ

琵
ト
一

。
引
レ

手
ヲ
曰

レ

琶
ト
一

云
ヘ
リ
。
又
推
手
ヲ
曰
レ

琵
ト
一

。
引
手
ヲ
曰
ト
レ

琶
ト
モ
一

見
エ
タ
リ
。
心
ハ
同
事
歟
。
〔
巻
２
植
物
一
二
六
～

一
二
九
頁
、

～

〕

69

70

《
典
拠
》
も
ん
ぜ
ん
【
文
選･
上
林
賦
】
。

《
語
釈
》
ろ
き
つ
【
廬
橘
】
然
相
如
賦
二

上
林
一

、
而
引
二

廬
橘
夏
熟
一

、
楊
雄
賦
二

甘
泉
一

、
而
陳
二

玉
樹
青
葱
一

、
班
固
賦

二

西
都
一

、
而
嘆
以
レ

出
二

比
目
一

、
張
衡
賦
二

西
京
一

、
而
述
以
レ

遊
二

海
若
一

、
假
二

‐
稱
珍
怪
一

、
以
爲
二

潤
色
一

。
〔
然
れ
ど

も
相
如
は
上
林
を
賦
し
て
、
廬
橘
夏
に
熟
す
る
を
引
き
、
楊
雄
は
甘
泉
を
賦
し
て
、
玉
樹
の
青
葱
た
る
を
陳
べ
、
班
固

は
西
都
を
賦
し
て
、
嘆
ず
る
に
比
目
を
出
す
を
以
て
し
、
張
衡
は
西
京
を
賦
し
て
、
述
ぶ
る
に
海
若
に
遊
ぶ
を
以
て
し
、

珍
怪
を
假
稱
し
て
、
以
て
潤
色
を
爲
す
〕
《
文
選･
第
四
巻･

①

･
.

.

ｂ
》
＊
然

モ

相
如

ハ

賦
二

上
‐
林

ヲ
一

而
引

ク
二

234

008

04

12

廬
橘
夏

ツ

‐
熟

コ
ト
ヲ

一

。
楊
雄

ハ

賦
タ

二

甘
‐
泉

ヲ
一

而
陳
二

玉
樹
青
‐
葱

ナ
リ
ト

云
フ
ヲ

一

。
班
固
賦

タ
二

西
‐
都

ヲ
一

而
難

ス
ル
ニ

以
シ

レ

出
ス
フ

ノ
フ

ヲ
二

比
‐
目

ヲ
一

。
張
衡

ハ

賦
タ

二

西
‐
京

ヲ

而

述

以
ス

レ

游
云

フ
ヲ

二

海
‐
若

ニ
一

。[

割
注:

劉
曰
。
凡

ノ

此
ノ

‐
四
者
皆
非
二

西
京
之

ノ
ブ
ル
ニ

所
一
レ

有
也]

《
和
刻
本
文
選

･

》
＊
《
和
刻
本
文
選･

.
(

.
.

)

》

4

19

8

11

015

08

07
a

《
読
み
下
し
文
》

盧
橘
を
ば
花
淞
と
の
み
心
得
べ
き
か
。
又
枇
杷
と
云
ふ
説
あ
り
。
真
偽
、
如
何
。

古
来
の
難
義
な
り
。
い
か
で
か
、
た
や
す
く
定
む
べ
き
。
｛
為
長
卿
、
上
林
賦
に
「
盧
橘
夏
熟
」
。
『
楊
雄
』
甘
泉
賦

に
「
玉
樹
青
葱
」
と
云
へ
る
を
引
く
。
此
の
二
は
、
共
に
虚
誕
云
々
。
上
林
に
「
盧
淞
」
無
し
。
甘
泉
に
「
玉
樹
」
無
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し
云
々
｝
三
州
入
道
家
照
、
入
宋
の
と
き
宋
人
に
あ
ひ
て
云
ひ
け
る
は
、
上
林
賦
に
「
盧
淞
」
は
「
夏
熟
」
と
云
ふ
。

文
を
我
國
の
先
賢
つ
た
へ
て
「
花
淞
」
と
す
。
入
宋
の
後
ち
、
土
風
を
見
れ
ば
、
震
旦
の
人
み
な
「
枇
杷
」
を
「
盧
淞
」

と
す
。
本
朝
の
説
は
あ
や
ま
れ
り
と
。
し
り
ぬ
と
云
ひ
け
る
を
、
宋
人
周
良
史
き
ゝ
て
、
此
の
朝
に
来
て
か
た
り
け
り

て
云
ふ
こ
と
あ
り
。
『
嚴
長
史
詩
』
に
云
く
、
冬
の
花
に
は
「
盧
淞
」
を
摘
み
、
夏
の
菓
に
は
「
楊
梅
」
を
嘗
む
と
云

ツ

へ
り
。
こ
の
心
に
は
、
ま
こ
と
に
「
枇
杷
」
な
り
。「
は
な
た
ち
ば
な
」
は
、
冬
は
な
さ
く
こ
と
な
し
。
夏
は
な
さ
く
。

「
郭
公
」
同
時
の
景
物
こ
と
ふ
り
に
た
り
。
『
博
聞
後
録
』
と
云
ふ
物
に
は
、
「
枇
杷
」
の
異
名
は
「
盧
淞
」
。
「
た
ち

ば
な
」
の
異
名
は
、
「
木
奴
」
と
云
へ
り
。
こ
れ
ら
は
異
儀
な
り
。
「
枇
杷
」
を
云
ふ
と
き
こ
ゆ
。
但
し
、
上
林
賦
を

み
れ
ば
、「
盧
淞
」
と
「
枇
杷
」
と
な
ら
べ
て
、
二
つ
な
が
ら
、
つ
ら
ね
を
く
。
こ
れ
を
思
へ
ば
各
、
別
か
と
お
ぼ
ゆ
。

さ
れ
ば
に
や
。
「
江
帥
」
は
、
「
盧
淞
」
は
、
「
花
淞
」
な
り
と
云
へ
り
。
「
盧
」
の
字
を
ば
、
「
く
ろ
し
」
と
よ
め
り
。

い
つ
か
は
、
「
淞
」
色
の
く
ろ
き
事
あ
る
。
道
理
に
か
な
は
ず
。
「
枇
杷
」
も
黄
な
る
い
ろ
の
分
な
れ
ど
も
。
二
と
と
れ

ば
、「
淞
」
よ
り
は
、
く
ろ
け
れ
ば
、「
く
ろ
た
ち
ば
な
」
と
も
云
ふ
べ
く
や
。
字
は
、
か
よ
は
し
て
用
ふ
る
事
そ
の
例
、

こ
れ
お
ゝ
し
。
本
こ
の
中
に
は
し
か
じ
。
な
か
の
か
た
は
ら
の
字
を
か
り
て
よ
め
り
。
こ
れ
を
以
っ
て
思
ふ
に
は
、「
は

な
た
ち
ば
な
」
を
「
盧
淞
」
と
云
ふ
べ
き
を
「
盧
」
と
か
け
る
か
。
「
花
淞
」
は
、
か
は
ゝ
ひ
ろ
く
な
り
。
み
は
、
ち

ゐ
さ
く
な
り
て
、
す
ゞ
の
子
の
や
う
な
れ
ば
、
い
ほ
り
の
中
に
あ
る
じ
の
住
し
た
る
に
、｛
た
る
ゆ
へ
に
｝
、「
盧
の
淞
」

と
は
云
ふ
か
と
お
ぼ
ゆ
る
な
り
。
但
し
、
荒
涼
の
邪
推
な
り
。
人
の
も
ち
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
「
枇
杷
」
と
云
ふ
二
字

は
、
こ
の
木
の
葉
、
「
琵
琶
」
に
に
た
れ
ば
、
玉
の
つ
く
り
を
す
て
ゝ
。
木
篇
を
し
た
が
へ
て
名
と
す
。
「
琵
琶
」
は
、

手
に
拝
［
奉
］
を
琵
と
曰
ふ
。
手
を
引
く
を
「
琶
」
と
曰
ふ
と
云
へ
り
。
又
「
推
手
」
を
「
琵
」
と
曰
ふ
と
。「
引
手
」

を
「
琶
」
と
も
曰
ふ
と
見
え
た
り
。
心
は
、
同
じ
事
か
。

以
上
示
し
た
と
こ
ろ
を
も
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
理
会
が
で
き
た
で
あ
り
ま
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し
ょ
う
。
次
に
、
こ
の
辞
書
か
ら
実
際
に
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
を
考
察
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

［
事
例
そ
の
３
］
「
沙
糖
」
と
「
沙
棠
」
〔
卷
九
、
飲
食
〕

四
三
五

沙
糖
ト
沙
棠
ト
ハ
一
物
歟
。
各
別
歟
。

サ

タ

ウ

サ

タ

ウ

各
別
也
。
沙
糖
ハ
唐
ノ
ア
メ
也
。
甘
蔗
ト
云
フ
草
ハ
タ
カ
ク
オ
ヒ
ア
カ
リ
テ
、
ク
キ
ハ
マ
キ
モ
ノ
ヽ
如

カ

ン

シ

ヤ

シ
。
ア
マ
キ
草
也
。
象
コ
レ
ヲ
コ
ノ
ミ
ク
ラ
フ
。
人
モ
コ
ノ
草
ノ
ク
キ
ヲ
ワ
キ
リ
ニ
キ
リ
テ
、
ス
ハ
フ

レ
ハ
ア
マ
キ
ヽ
シ
ル
ア
リ
。
コ
レ
ヲ
煎
シ
テ
、
ツ
ヽ
ハ
カ
シ
タ
ル
ヲ
沙
糖
ト
云
フ
。
沙
棠
ハ
仙
菓
ノ
名

也
。
ツ
ネ
ニ
ア
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
。
山
海
経
ニ
日
、
崑
崙
ノ
丘
ニ
有
レ

木
一

焉
。
其
ノ
状
チ
如
ク
シ
テ
レ

棠

キ
ウ

ヤ
マ
ナ
シ

ノ
而

黄_

花

赤_

實
ア
リ
。
其
ノ_
味
ヒ
如
ク
シ
テ
レ

李

ノ
而
無
シ
レ

核
。
名
テ
日
二

沙
棠
ト
一

。
御
ス
ル[

六

キ
ナ
ル

ハ
ナ

ア
カ
キ

ミ

ス
モ
ヽ

サ
ネ

ギ
ヨ

オ]

レ

用
也
。
水
ヲ{

補
入
・

泳}
人
食
ラ
ヘ
ハ
使
シ
ム
レ

不
レ

溺

ト
一

云
ヘ
リ
。
呂
氏
春
秋
日
、
果
之
美
者

ヲ
ヨ
ク

サ
ラ

ヲ
ホ
レ

沙
棠
之
實
ト
云
ヘ
リ
。
〔
六
一
六
～
六
一
七

頁
、

～

〕

312

313

《
課
題
１
》
右
に
示
し
た
、
同
音
語
「
沙
糖
」
と
「
沙
棠
」
の
疑
問
、
「
一
物
」
す
な
わ
ち
同
じ
品
物

か
そ
れ
と
も
全
く
異
な
る
品
物
な
の
か
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
回
答
を
出
来
る
限
り
理
会
で
き
る
よ

う
に
図
を
交
え
な
が
ら
現
代
文
に
し
て
説
明
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

《
課
題
２
》
解
説
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
同
時
代
の
『
名
語
記
』
を
調
べ
て
見
ま
し
ょ
う
。

《
課
題
３
》
『
塵
袋
』
と
百
五
十
年
後
の
『
壒
嚢
鈔
』
そ
し
て
『
塵
添
壒
嚢
鈔
』
と
共
通
す
る
項
目
を

比
較
し
て
、
そ
の
時
代
と
文
化
の
違
い
を
指
摘
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〔
参
考
文
献
〕
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澤
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熊
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